
1893

104.

340.6:541

太 陽 光線 ノ死 體 分 解 ニ及 ボ ス 影響

岡山醫科大學法醫學教室(主 任遠藤教授)

太 田 徳 次 郎
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Aus dem Gerichtsarztlichen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. Endoh)

Uber den Einfluss des Sonnenlichtes auf die Leichenzersetzung.

Von

Tokujiro Ohta.

Eingegangen am 19. September 1938.

Es ist selbstverstandlich, dass sich der Reststickstoff, der Zucker, das Glykogen

und die Milchsaure in der Leichenleber sowie im Leichenmuskel mit dem Alter der

Leiche quantitativ verandern. Solange die Bestimmung einzelner Substanzen moglich

ist, nimmt der Reststickstoff mit dem Leichenalter zu, was mit den Daten von Ido,

Momonoi u. Nisizaki gut ubereinstimmt, das Glykogen aber ab; Zucker und Milchsaure

vermehren sich allmahlich, um dann zu wieder abzunehmen.

Die Vermehrung oder Verminderung der genannten Substanzen trat bei der vom

Sonnenlicht bestrahlten Leiche weniger auffallend in Erscheinung als bei der an

dunkler Stelle aufbewahrten, wobei die Temperatur und die sonstige Umstanden in

der Umgebung beider Leichen fast gleich gehalten wurden. In den makroskopischen

Befunden beider gennanten Leichen liess sich auch der Unterschied bemerken, dass

sich bei der bestrahlten Leiche die Faulnis in geringerem Masse entwickelte.

Der chemische sowie makroskopische Unterschied zwischen beiden Leichen ist

sicherlich auf die Wirkung des Sonnenlichtes zuruckzufuhren, besonders auf die

Wirkung der ultravioletten Strahlen auf die Fermente und die Bakterien in den

Leichenorganen und -geweben. (Autoreferat)
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第1章 緒 言

曩 ニ重信1)2)3)ハ 死 體變 化 ニ關 スル所謂

Casperノ 順位竝 ニ死因 ト死體現象 トノ關係

ヲ化學的 ニ檢索 シ,怡 土4)5)ハ 鷄 卵 ヲ以テ細

菌 ノ作 用ヲ除外 シ又ハ除外 セザル死後 ノ化學

的變化 ヲ實驗 シ,更 ニ桃井及 ビ西崎 ト共 ニ夏

季6)冬 季7)及 ビ春秋兩季8)ニ 於 ケル死體 ノ變

化程度 ヲ家 兎死體各臟器 ノ殘餘窒素量 ヲ以テ

推 シ,之 ト死後經過時間 トノ關係ヲ論 ジ,西

崎9)ハ 多數 ノ司法解剖例 ニ就 テ上記怡土等 ノ

研究 ノ結果 ガ實際 ニ應用 セ ラル ベ キ ヲ實證

シ,桃 井10)ハ家 兎死體肝臟 ノ蛋白除去液 中 ノ

硫黄及ビ燐量ヲ春,夏,秋 及 ビ冬 ノ四季 ニ別

チテ追時的 ニ定量 シ,最 近 ニハ死體脂肪組織

及 ビ筋肉 ノ化學的變化,特 ニ殘餘炭素量 ト死

後經過時間 トノ關係 ヲ實驗檢討 シタル井上11)

ノ研 究ア リ.

死體現象 ノ法醫學上 ニ重要ナルハ夙 ニ知 ラ

レタル所ナ レバ,其 ノ研究 ハ外國 ニ於 テモ已

ニ行 ハレタル所 ナルガ,形 態學的業績 ノ多キ

ニ對 シ理學的或ハ化學的業績 ハ比較的 ニ寡 キ

感ア リ.Revouillat12)及 ビIcard13)ハ 屍血 ノ

反應 ト死後經過時間 トノ關係 ヲ,de Laet14)ハ

腦 脊髓液 ノ反應 ト死後經過時間 トノ關係 ヲ,

Galeotti15)ハ 腐敗組織 ノ電導度 ヲ,Reiss及 ビ

Simonin16)ハ 臟 器組織浸出液 ノ 「水素 イオン

濃度」 ノ時間的變化 ヲ,Revenstorf17)ハ 屍血

ノ氷點降下度 ト死後經過時間 トノ關係 ヲ研究

シタリ.

以 上ハ重ナル研究者 ノ殆 ド氏名 ノミヲ擧 ゲ

タルニ過ギザルガ,之 等 ノ業績 ニヨリテ死體

現 象 ノ化學的及ビ物理學的方面ハ漸次闡明セ

ラルル ニ至 リタリトハ云ヘ,未 ダ全 ク明 トナ

リタルニ非ズ.サ レバ予モ亦之等先人 ノ驥 尾

ニ附 シテ死體現象 ノ一端 ヲ理化學的ニ研究 シ

タリ.此 實驗 ニ於テ死後變化 ノ程度 ヲ推 スベ

ク準據 シタル物質 トシテ,予 ハ先人ニ倣 ヒ,

殘餘窒素 ヲ選 ビタルガ,死 體現象 ノ研究 ニ注

目セラレタルコ ト比較的寡 キ炭水化物系 ノ物

質,即 チ糖,糖 原質18)19)20)21)22)23)24)25)及

ビ乳酸 ニ就 テモ等 シク檢索 ヲ試 ミタリ.茲 ニ

其 ノ詳細 ヲ記述 スルニ當 リ,本 研究ニ多少 ノ

關係 ヲ有 スルLacassagne et Martin26)ノ 肝

臟試驗及ビMeixner27)ノ 種 々ナル死因ニ於

ケル肝糖原質ナル業績アル ヲ想起 スルハ予 ノ

欣快ナル義務 トスル所 ナ リ.
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嘗 テCasperハ 死體現象 ノ形態學的研究 ニ

基キ,外 氣中,水 中及ビ土中深 ク納 メラレタ

ル各死體 ノ變化ガ略ボ同一ナ ル程度 ニ至ルマ

デニ1:2:8ナ ル時間的關係ア リトセ リ.實

際 ニ於テ,特 ニ法醫學的檢査 ヲ要 スル死體 ノ

發見セラルル場所 ハ千差萬別ニシテ一定スル

所ナシ トハ云ヘ,之 等 ノ一 々ニ就 キ實驗 ヲ重

ヌルコ トハ到底不可能 ナレバ,予 ハ直射 日光

ノ有無ヲ1ノ 條件 トシテ上記各物質 ノ變化 ヲ

窺 ヒ,1ハ 以 テ死體現象 ノ 一端 ヲ理化學的 ニ

明 ニセン トシ,他 ハ以 テ死後經過時間 ノ推定

ニ多少資 スル所ア ラン ト欲 シタリ.

第2章 實 驗材料及ビ實驗方法

實驗動物 トシテハ體重500g内 外 ノ成熟 「モル

モツト」ヲ使用シ,先 ヅ一定期間一定食(雪 花莱

及ビ野菜)ヲ 以テ飼養シタル後,種 々ナル死因ヲ

與ヘテ死ニ到ラシメ,各 死因別ニ1群 ノ死體ハ太

陽光線ヲ遮斷シ,他 ノ1群 ハ太陽光線ヲ直射セシ

ムベク下記 ノ如キ箱ニ靜置シ,一 定時間ヲ經過シ

タル後,2, 3,臟 器組織ニ就キ既記物質ノ定量ヲ

行ヒタリ.死 體ヲ納レタル箱ハ何レモ木箱ニシテ

長サ100cm,幅40cm,高 サ20cmヲ 算 シ,其 ノ

上面ハ硝子板,下 面ハハ2重 ノ金網,四 方 ノ壁ハ

木質ナリ.1ツ ノ箱ノ硝子板ニハ黒色紙ヲ密ニ貼

附シテ太陽光線ヲ遮斷シ,他 ノ箱ハ唯硝子板 ノミ

ナリ.兩 者トモ下面ヲ2重 ノ金網 トシタルハ之ニ

ヨリテ通氣ヲ自由ナラシメ,以 テ兩箱中ニ於ケル

温度,濕 度竝ニ其 ノ他外界ヨリノ影響ヲ可及的等

シクセント欲シ,日 光遮斷箱ノ上面硝子板ハ普通

ノ硝子ナルガ,日 光通過箱ノ上面硝子板ハVita-

glassヲ用ヒ,紫 外光線通過量ヲ大(55-84%)ナ

ラシメ,又 箱ノ中ニハ夫々寒暖計ヲ置キテ内ノ温

度ヲ看視スルニ便ナラシメタリ.

斯 クテ 予ハ 所謂明 暗2相 ニ分 チテ 靜置 シタル 動

物 死 體 ノ先 ヅ肝臟,次 デ筋 肉 ニ就 キ前 記各 物質 ノ

量 的 變化 ヲ時間 的 ニ檢索 シタル ガ,試 獸(モ ル モ

ツ ト)ノ 肝臟 及 ビ筋 肉(腹 部 ノ筋)ハ 毛 ヲ密 生 セ

ル皮 膚及 ビ皮 下組織 ヲ以 テ被 ハ レ,殊 ニ前 者 ハ更

ニ筋 層 ヲ隔 テ テ外界 ニ對 セル 故 ニ,肝 臟 ニ就 テハ

上記 ノ各組 織 ヲ隔 テテ靜 置セ ラル ル場 合 ト直 接 日

光 ニ接 スル場 合 トニ分 チテ實驗 シ タ リ.即 チ1群

ノ 試獸 死體 ノ胸腹 壁 ヲ一 部 截除 シ テ 肝臟 ヲ曝露

シ,一 半 ノ死體 ヲ箱 ノ明 相部 ニ,他 半 ヲ暗相 部 ニ

靜置 シ,一 定時 間 ヲ經過 シタル後,各 死體 ヨ リ夫 々

肝 臟 ヲ剔 出 シ,其 ノ一 定 量 ヲ採 取 シテ1) 殘餘 窒

素 量,2) 糖 量,3) 糖 原 質量 及 ビ4) 乳 酸 ヲ定 量

比 較檢 討 シ タ リ.

本實 驗 ニ於 テ 用 ヒ タ ル 各物 質定 量法 ハ次 ノ始

シ.1) 殘餘 窒 素量 ハ海 砂 ヲ以 テ粥 状 トシタル臟

器 組織 ヲSchenk氏 ニ從 ヒテ除蛋 白 シ,其 ノ濾 液

ノ窒索 ヲKjehldah:氏 法 ニ據 リテ 之 ヲ測 定 シ,

2) 糖 量ハ海砂 ヲ以 テ糜 粥 状 トナ シ タ ル 肝臟 又 ハ

筋 肉 ニ5%硫 酸50ccヲ 加ヘ,次 デ20%「 燐 ウオ

ル フ ラム酸 」 ヲ以テ蛋 白 ヲ沈澱 セ シ メ,一 定 量 ト

ナ シ タ ル 濾 液 ニ就 キBertrand氏 法 ヲ變 改 セル

Felix Justen28)氏 糖 微量 測定法 ニ據 リテ之 ヲ定 量

シ,3) 糖原 質量 ハ先 ヅPfluger氏 原法 ニ從 ヒテ

肝臟 或ハ筋 肉 中 ノ糖 原質 ヲ葡 萄糖 ニ轉 化 シ,之 ヲ

前記Felix Justen氏 糖 微量 測定法 ニ據 リテ測定

シ,4) 乳酸 ノ定 量 ハHirsch-Kaufmann氏 塗 ニ

據 リテ行 ヘ リ.

本 實驗 ハ如 上明暗2相 ニ於 ケル ノ ミナ ラズ,更

ニ單光 線々 ノ下 ニ於 テモ行ハ ル ベキ ナル ガ,斯 ル

光線 ノ下 ニ置 カレ タル 死體 ヲ法醫 學的 ニ檢 スル コ

トハ殆 ド之 ナキ故 ニ本 研究 ニ於 テハ行 ハザ ル コ ト

トセ リ.

又本實 驗 ニ於 テ試獸 ヲ死 ニ至 ラシメ タル死因 ハ

次 ノ如 キ モ ノナ リ:1) 縊死 ニ ヨル急性 窒 息死.
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2) 淡 水 中 ノ溺 死.3) 頸動 脈 切斷 ニ ヨル 失 血死,

の 内頸 靜脈 ヨ リセル空 氣栓 塞死.5) 石 炭瓦 期中

毒死(殆 ド密閉 セル 木箱 ニ試獸 ヲ納 レ,箱 ノ上面

ヨ リ瓦 斯導 入「ゴム管 」ヲ挿 入シ,瓦 斯 ヲ極 メテ 少

量宛 放出 シ,3-4時 間 ニシテ 死 ニ至 ラシ メタ リ).

6) 亞 砒酸 中毒 死(體 重1kgニ 對 シ0.029ノ 亞砒

酸 ヲ水溶 液 トシテ皮 下 ニ注射 セ リ).7) 「ス トリヒ

ニ ン」中毒 死(體 重1kgニ 對 シ0.02gノ 「硝酸 ス ト

リヒ ニン」ヲ皮 下ニ注 射 セ リ).8) 「モル フイ ン」

中 毒死(體 重1kgニ 對 シ0.05gノ 「鹽酸 モル フイ

ン」ヲ皮下 ニ注射 セ リ).9) 燐 中毒 死(體 重1kg

ニ對 シ約0.046gノ 黄燐 ヲ含 ム 「オ リー フエ ン油 」

ヲ皮 下 ニ注 射 セ リ).10) 2硫 化炭素 中毒 死(石 炭

瓦 斯 中毒 ト同樣 ニシテ行 ヘ リ).11) 昇 汞中毒 死

(體 重1kgニ ツキ0.2gノ 昇汞 ヲ水 溶液 トシテ皮

下 ニ注 射 セ リ).

一般 ニ死體 ノ化學的 分解 現 象ハ體 内 及 ビ體 外 ニ

於 ケル種 々ナル因子 ニヨ リテ甚 ダ シク影 響 セ ラル

ル モ ノナル ガ,本 實 驗 ニ於 テ ハ之等 ノ影 響 ヲ能 フ

限 リ等 シ クシ或 ハ極 力 少 クスベ ク注 意 シ,特 ニ其

ノ最 モ著 シ キ影響 アルベ ク思惟 セ ラル ル温度,濕

度 等 ニ就 テ ハ明暗 兩 相間 ニ差 異 ナカ ラン コ トヲ期

シ タ リ.而 シ テ實 驗 ハ10月 ヨ リ翌 年5月 ニ至ル

低 温 時期 ト6月 ヨ リ9月 ニ至 ル高温 時 期 トニ分 チ

テ行 ヒ,以 事 本文或 ハ表 中 ニ明相 又 ハ「明 」トセ ル

ハ黒紙 ヲ以 テ太陽 光線 ヲ遮斷 セザル モ ノ,暗 相或

ハ「暗 」トアル ハ之 ヲ遮斷 シ タル モ ノナ リ.斯 クテ

各 實驗 毎 ニ表或 ハ表 及 ビ圖 ヲ本論文 ノ終 リニ附 シ

テ其 ノ成績 ヲ一 見明 瞭 ナ ラシ メ,且 實 驗 中 ノ最 高

竝 ニ最 低温 度,濕 度 及 ビ氣壓 ヲモ附記 シ タ リ.尚

ホ肝臟 ノ殘 餘窒 素 測定 ニ際 シ,其 ノ一 部 ヲ乾燥 シ

テ所謂 乾燥 物 質量 ヲ求 メ,非 乾燥 肝臟 重量 及 ビ乾

燥 肝臟 重量 ニ對 スル殘 餘窒 素 量 百分 率 ヲ算 出 シ,

Rヲ 以テ非 乾 燥肝臟 量 ニ對 スル殘餘 窒 素 ノ%,T

ヲ以 テ乾燥 肝臟 量 ニ對 ス ル 殘餘 窒 素 ノ%ヲ 表 ハ

シ,圖 ハ後者ニ據 リテ描ケリ.

第3章 實 驗成績

第1節 殘餘窒素量測定實驗

第1項 肝 臟 ノ殘餘窒素量

甲. 低 温時期 ニ於 ケル實驗

イ. 試獸 死體 ヲ其 ノ儘實驗箱内 ニ靜

置 セル實驗

實驗第1 縊死 々體 ヲ以テセル實驗

(第1表 及ビ第1圖 參照)

本實驗ハ3月5日 ヨリ同月20日(-3.2-19.2℃)

ニ亙 リ,試 獸死體ヲ其ノ儘但シ腹部ヲ上方ニ向ケ

テ實驗箱内ニ一定時間靜置シタル後,肝 臟ヲ剔出

シ,其 ノ殘餘窒素量ヲ定量比較シタルモノニシテ,

死後24時 間 ノ死體ニハ明ニ強直ヲ現ハ シ來 リシ

モ,死 後 ノ分解現象即チ所謂腐敗現象ハ未ダ全ク

著シカラズ.死 後3日 ヲ經過シタルモノニ於テモ

尚ホ死體強直ヲ認メシメタルガ,其 ノ強サハ甚ダ

弱ク,眼 角膜ハ輕度ニ溷濁シ,腹 部ハ僅ニ膨滿ス

ルニ至リ,更 ニ死後5日 ヲ經過セルモノニ於テハ

死體強直殆ドナク,眼 球ハ軟化シ,角 膜ノ溷濁ハ

益々著明トナリ,中 等度ノ腹部膨滿ヲ來シ,肝 臟

ハ軟化シ,其 ノ表面ハ汚黒色ヲ呈セ リ.死 後7日

-10日 ノ死體ハ外觀比前者 ト殆ド大差ナク,死 後

12日-15日 ノ死體ニ於テハ膓部ハ極度ニ膨滿シ,

眼球ハ著シク軟化シテ眼窩内ニ退縮シ,肝 臟ソ軟

化モ亦甚シ.斯 ル肉眼的所見ヲ明暗2相 ノ死體ニ

就テ比較スレバ,暗 相ノ死體ニ於テ變化ノ速ニ且

著シク現ハルルヲ認 メタリ.之 ヲ肝臟殘餘窒素量

ニ就テ比較スルニ,第1表 ニ示スガ如 ク明暗兩屍

共ニ其ノ量ハ漸次ニ増加スルモ,暗 相屍ニ於テ其

ノ量ハ比較的大ニシテ兩相ニ於ケル百分率量ノ差

ハ死後ノ日數ヲ重ヌルニ從ヒ次第ニ増大スルヲ觀

ル.
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即チ本實驗 ニヨレバ,死 後 ノ分解作用ハ明

箱中ニ於 ケル死體 ヨリモ暗箱中ニ於ケルモ ノ

ニ於テ速 ニ進行 スルヲ推セシメ,從 ツテ同一

經過 日數 ニ於テハ分解 ガ暗相屍 ニ於テ著 シキ

コトヲ實證 シタリ.如 上 ノ所見 ハ肝臟 ヲ直接

日光 ニ觸 レシメタル場合 ニ一層著明ナルベ ク

思惟 セラルルヲ以テ,次 ニ肝臟 ヲ露出 シタル

場合 ノ實驗 ヲ行 ヒタ リ.

ロ. 試獸 死體 ノ肝臟 ヲ露出セル實驗

實驗第2 縊死々體ヲ以テセル實驗

(第2表 竝ニ第2圖 及ビ第3表 參照)

本實驗ハ4月 初旬ヨリ5月 上旬(1.1-22.4℃)ニ

亙 リ9日-14日 間 ニ行ヒタルモノニシテ,其 ノ成

績ハ第2表 及ビ第3表 ニ示セル如シ.此 實驗ニ於

テ死體ノ腐敗進行ハ未ダ餘 リ速ナラズ,即 チ死後

2-3日 間 ニ於ケル肝臟ノ肉眼的所見ハ明暗兩相 ノ

屍ノ間ニ著明ナル差異ヲ示サザ リシガ,更 ニ日ヲ

經ルニ從ヒテ明相肝臟ハ漸次ニ強ク暗褐色ヲ現ハ

シ,表 面ニハ乾燥現象ヲ呈シ來ルニ對シ,暗 相肝

臟ニ於ケル變色ハ此較的ニ少キモ,腐 敗臭及ビ實

質ノ軟化ハ次第ニ強シ.

肝臟ノ殘餘窒素量ハ已ニ死後第3日 ヨリ明暗兩

屍 ノ間ニ認ムベギ差違ヲ現ハシ,死 後14日(第2

表)-9日(第3表)ニ 於テハ甚ダ著明ナリ.第2表

ノ實驗(1.1-19.4℃)ト 第3表 ノ實驗(2.2-22.4℃)

トニ於テ後者ノ變化ガ比較的ニ著シキハ主トシテ

氣温ノ差ニ基因スルモノナルベシ.

即 チ本實驗ニ於テモ暗相 ニ於ケル屍ハ明相

ニ於ケル屍 ヨリモ腐敗 ノ進行 ガ速 ニシテ,肝

臟 ヲ露出 スル コトニヨリ明暗2相 ニ於ケル分

解現象 ノ差違 ハ前實驗 ヨリモ一層著明 トナル

コ トヲ證 シタリ.

實驗第3 溺死 々體ヲ以テセル實驗

(第4表 及ビ第3圖 參照)

本實驗 ハ淡 水 中 ニ溺 死 セ シメ タル死 體 ヲ以 テ5

月13日-5月22日 ノ間 ニ 實 驗 觀察 シ タル モ ノナ

リ.既 實 驗 ニ於 テモ暗 相 屍肝臟 ノ軟化 竝 ニ腐敗 臭

ハ明 相 屍肝臟 ノ夫等 ヨ リ早 期 ニ發現 シ タル ガ,兩

者 トモ死後7日 ニハ肝臟 ノ容 積 ニ多 少 ノ縮 小 ヲ來

セ リ.肝 臟殘 餘窒 素量 ノ態度 ハ前 實驗 ト略 ボ同 樣

ニシ テ已 ニ死 後第3日 ヨ リ暗 相 屍肝臟 ノ殘 餘窒 素

百分 率量 ハ明 相 屍肝臟 ノ夫 レ ヲ凌 駕 シ,此 差遠 ハ

日 ヲ經 ル ニ從 ヒテ甚 グ シ ク,特 ニ死後5日 ノ屍 ニ

於 テ大 ナル ハ氣温(最 高,最 低 共 ニ高 シ)ノ 高 カ リ

シニ因 ルモ ノ ト推 セ ラル.

實驗 第4 失 血死 々體 ヲ以 テセル實 驗

(第5表 及 ビ第4圖 參 照)

本 實驗 ハ2月26日 ヨ リ3月15日 ニ亙 リ行 ヒタ

ル モ ノニシ テ此間 ノ氣温 ハ固 ヨ リ甚 ダ低 ク(-4.8

-12.2℃),從 ツテ死 體 ノ分解 ガ甚 ダ緩慢 ニ進行 シ

タルハ容 易 ク想 像セ ラルル所 ナ リ.サ レバ死後3

日迄 ハ明 暗兩 相 ノ死體 ニ於 ケル肝 臟 ノ肉眼 的所 見

ニ認 ム ベキ差 異 ハナ ケレ ド,死 後 第5日 頃 ヨ リ明

相 屍肝臟 ハ暗 赤 褐色漸 ク強 ク,サ レ ド死因 ガ失 血

ナル タ メニ其 ノ色調 ガ地 ノ實 驗 ノ明相 屍肝 臟 ヨ リ

モ淡 ナ リ トハ云 ヘ,暗 相 屍肝 臟 ニ比 ス レバ濃 ク,

斯 クテ 死後第13日 ノ頃 ニ至 リ,暗 相屍 肝臟 ノ軟 化

及 ビ腐敗 臭 ハ次 第 ニ甚 シ ク,明 相 屍肝臟 ノ夫 レ ヲ

凌 駕 ス.明 暗 兩 相 ニ於 ケル死 體 肝臟 ノ殘餘 窒素 百

分 率量 ノ差 ハ 日ヲ追 ツテ著 シ ク-4.8-12.2℃ ナ

ル低 温 時期 ナル ニ拘 ハ ラズ,死 後5日0.1024%,

13日0.2709%, 17日 ハ更 ニ大 ニシテ0.6922%ヲ

示 シ,夫 レハ第5表(T'-T)及 ビ第4圖 ニ明 ナ リ.

實 驗第5 空 氣栓 塞 死 々體 ヲ以 テ セル實驗

(第6表 參照)

本實 驗ハ3月3日 ヨ リ3月20日(-4.8-15.5℃)

ノ間 ニ行 ヒ タル モ ノ ニ シ テ 死後3-4日 間 ハ明 暗

兩 相屍 肝臟 ノ肉 眼的所 見 ニ著 シ キ差 異 ナ キモ,死

後7日 ノ明 相屍 肝臟表 面 ハ黒褐 色 ヲ呈 シ且多 少 乾
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燥 ヲ來 セル ニ對 シ,暗 相 屍肝臟 表 面 ノ色ハ比 較的

ニ淡 ク,乾 燥 ヨ リモ寧 ロ軟化 ヲ現 ハ シ,死 後13日

ニ至 レバ如 上 ノ相違 ハ一 層著 シク,更 ニ死 後 17日

ノ交 ニ於 テ暗相 屍肝臟 ニ認 メラ レタル腐 敗 臭ハ極

メ テ強 シ.肝 臟 ノ殘餘 窒 素百分 率量 及 ビ其 ノ明暗

兩 相 屍肝臟 ニ於 ケル差 モ略 ボ此 肉眼的 變 化 ニ竝行

シ,肉 眼的 所見 ノ差 未ダ明 ナ ラザル 死後3日 ニ於

テ 明暗 兩相 ノ死 體肝臟 ニ於 テハ 已 ニ0.0131%ノ 差

ヲ存 シ,追 日的 ニ漸次 増加 スル ヲ見ル ベ シ.サ レ

ド温 度 ノ關係 ニ於 テハ 前實驗 ト著 大 ナル差 違 ナキ

ニ拘 ラズ,肝 臟殘餘 窒 素百分 率量 ノ差 ガ本 實驗 ニ

於 テ比較的 ニ小 ナル ハ天 候 ノ良否 ニ因 ルモ ノナ ル

ベ ク,即 チ本 實驗 ノ期間 中晴 天 ガ比 較的 ニ寡 カ リ

シヲ表 中ニ認 ムベ ク,斯 ル差 異 ハ各實驗 ニ於 テ觀

察 セ ラル ベ シ.

實驗第6 石炭 瓦斯 中毒 死 々體 ヲ以 テ セル實

驗(第7表 及 ビ第5圖 參照)

本實 驗 ハ10月11日-10月21日(6.6-24.1℃)

ノ間 ニ行 ヒ タ リ.周 知 ノ如 ク石炭 瓦 斯中 毒屍 ノ血

液 ハ鮮 紅色 ナ レバ,本 實驗 試獸 ノ各臟 器及 ビ組織

モ亦 同 色 ニ染 ミ,死 後 第3-第4日 頃 ヨ リ暗相 屍

肝臟 ニハ軟化 ツ認 メタル ニ對 シ,明 相 屍肝臟 ニア

リテハ稍 々遲 レ テ起 リ且 早 ク ヨ リ表画 ノ乾 燥 ヲ現

ハ シ,肝 臟 殘餘 窒 素量 ハ從來 ノ成 績 ト等 シ ク,暗

相 ニ於 ケルモ ノ常 ニ明相 ニ於 ケル モ ノヲ凌 駕 シ,

百 分率 量 ノ差異 ハ 日 ヲ量 ヌル ニ從 ヒテ顯 著 トナル

ヲ認 ムベ ク,前 實 驗 期間 ニ比 ス レバ氣温 ノ高 キ爲

メ明 暗兩 相 ノ死體 肝臟 共 ニ殘餘 窒素 量多 ク,差 モ

亦大 ナ リ.

實驗 第7 亞 砒酸 中毒 死 々體 ヲ以 テ セル實 驗

(第8表 及 ビ第6圖 參照)

本 實驗 ハ3月9日-3月25日(-4.8-15.5℃)

ノ間 ニ行 ヒタル モ ノニシテ 死後4日 頃 マ デハ明 暗

兩相 死體 ノ肝臟 ニ 著明 ナ ル 肉眼的 變 化 ノ差 異 ナ

ク,サ レバ肝臟 殘餘 窒素 ノ測 定 ヲ死後 第5日 ヨ リ

開 始 シ タ リ.肝 臟 ノ死後 變 化 ハ兩相 死體 共緩 慢 ナ

ル ガ,死 後7日 ノ頃 ヨ リ肉眼 的 所見 ノ差 ヲ著 シ ク

現 ハ シ,殘 餘 窒 素 量ハ兩 者共 漸次 ニ増加 シ,百 分

率量 ノ差ハ死 後8日 ニ於 テ0.1392%,死 後16日 ニ

於 テ0.1956%ヲ 示 シ,何 レ モ暗 相 死體 肝臟 ノ方 大

ナ リ.而 シテ此 差 異 ノ比較 的 小 ナルハ 亞砒酸 ニ原

因 スル ニ非 ズヤ ト疑 ヒ タル モ,略 ボ同樣 ナル氣 温,

天 候 ニ於 テ行 ヒ シ實 驗第4或 ハ第5ノ 差 異 ニ比較

シ特 ニ顯著 ナル 相違 ヲ認 メズ.

實驗 第8 「ス トリヒ ニン」中毒 死 々體 ヲ以 テ

セル 實驗 (第9表 參照)

本實驗 ハ3月18日-4月4日(-2.7-17.8℃)

ノ間 ニ行 ヒタル モ ノニ シテ暗 相屍 肝臟 ハ第5日 ノ

頃 ヨ リ軟 化及 ビ腐 敗臭 ヲ強 ク呈 シ來 ル ニ對 シ,明

相 屍肝臟 ハ表 面 ノ乾燥 現象 ヲ比較 的 強 ク現 ハ シ,

折 クテ晴 相屍 肝臟 ノ軟 化ハ 日ヲ經 ル ニ從 ヒテ益 々

甚 シク,死 後 第17日 ニ於 テ ハ所謂 軟 泥状 ト化 シ テ

其 ノ形 態 ヲ保 持 シ得 ザル ニ至 リシ ガ,明 相屍 肝臟

ニ於 テハ未 ダ斯 ル コ トナ ク,肝 臟 殘餘 窒素 百 分率

ノ差 ガ顯著 トナ ル モ亦 此 頃 ニシ テ死後9日 ニ於 テ

0.1508%ナ ル モ ノガ死後14日 ニ於 テハ一 躍0.5223

%ニ 増加 セル ヲ觀 ル ベ シ.

實驗 第9 「モル フイ ン」中 毒 死 々體 ヲ以 テセ

ル 實驗 (第10表 參 照)

本 實驗 ハ2月16日-3月5日(-4.4-13.5℃)ノ

間行 ヒタ レバ,肝 臟 ノ肉眼 的的 死後 變 化 ノ進 行 ハ

緩 徐 ニシテ死後 第5日 頃 マデ ハ明暗 兩相 死體 ニ於

ケル間 ニ認 ム ベキ差 異 ナ ク,死 後 第7日 頃 ニ至 リ

兩 相ニ於 ケル死 體 肝臟 ノ表 面ハ暗 赤 褐 色-黒 褐 色

ヲ呈 シ來 リ,漸 次軟 化 スル モ,暗 相 屍肝臟 ハ比 較

的 ニ甚 シ ク,之 ニ從 ツテ肝臟 殘餘 窒素 量百 分率 ノ

差 モ漸 ク著 シ ク,死 後10日 ニ於 テハ0.1%ヲ 越 ユ

ル ニ至 ル.

實驗 第10 燐 中 毒死 々體 ヲ以 テセ ル實驗

(第11表 參 照)
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本實驗ハ12月1日-12月17日(2.8-17.0℃)

ノ間ニ行ヒタルモノナレバ,肝 臟 ノ死後變化ノ進

行ハ前實驗ニ於ケル如ク緩徐ニシテ,死 後第8日

ノ肝臟ハ明暗兩相屍共ニ暗赤褐色ヲ呈セルガ,明

相屍肝臟ノ色ハ比較的ニ濃ク,且 多少乾燥セルヲ

認メシメタルニ對シ,暗 相屍肝臟ノ軟化ハ著明ニ

シテ其ノ殘餘窒素量モ亦大ナルガ,明 暗兩相屍ニ

於ケル肝臟殘餘窒素量百分率ノ差ハ死後5日 ニ於

テ已ニ0.1%ヲ 越エントセルヲ見ルベシ.

實驗第11 2硫 化炭素中毒死々體ヲ以テセル

實驗 (第12表 參照)

本實驗ハ1月11日-1月28日(-7.6-13.0℃)

ノ間 ニ行ヒタルモノニシテ,死 後7日 頃マデハ明

暗兩相屍肝臟ノ肉眼的所見ニ著シキ差異ナク,死

後7日 頃ニ至 リ略ボ前實驗 ト同樣ナル變化ヲ現出

シ,肝 臟殘餘窒素ハ暗相ニ於テ常ニ多ク,從 ツテ

百分率ノ差モ既記ノ實驗成績 ト同ジク暗相屍肝臟

ノ方大ナルガ,實 驗期間ノ氣温ニ甚シキ差ナキニ

拘ハラズ,敍 上ノ差ガ1.0%ヲ 越 ユルハ漸ク死後

13日 ニシテ此點ハ前實驗 ノ成績 ト聊カ趣ヲ異ニセ

ル所ナルガ,兩 表(第11及 ビ第12表)ノ 氣温ヲ觀

レバ容易ニ首肯セラルベキナリ.

乙. 高温時期 ニ於 ケル實驗

此期間 ノ實驗 ハ低温期實驗 ノ如 ク比較的長

期 ノ觀察ヲ許サズ,最 長 ト雖モ僅 ニ5日 ニ過

ギズ.コ レ肝臟 ノ軟化融解 ハ速 ニ進行シ,從

ツテ原形 ノ保持セラルル期間ハ短 クシテ,材

料 ノ採取及 ビ秤量 ガ困難ナ レバナ リ.試 獸 ニ

與ヘ タル死因ハ縊 死,失 血死,空 氣栓塞死,

燐 中毒死,「 モルフイン」中毒死,2硫 化炭素

中毒死及ビ亞砒酸中毒死 ニシテ實驗方法其 ノ

他全部低温期 ニ於 ケル ト同樣 ニシテ行 ヘリ.

實驗第12 縊死々體ヲ以テセル實驗

(第13表 及ビ第7圖 參照)

本實 驗 ハ6月18日-6月21日(15.1-26.8℃)

ノ間 ニ行 ヒ タル モ ノニ シテ死 體變 化 ノ進 行 ハ比較

的 ニ速 ナ レバ,肉 眼的 ニハ已 ニ死 後第24時 ニ於 テ

明暗 兩 相死體 肝臟 ノ表 面 ハ暗 赤 色 ヲ呈 シ,腐 敗 臭

ハ 鼻 ヲ衝 キ,顯 著 ナル軟 化 ヲ認 メタ リ.爾 後 之等

ノ現象 ハ 日 ヲ逐 フテ甚 ダ シク,殊 ニ暗 相死 體肝臟

ニ一 層甚 大 ニ シテ肝臟 殘餘 窒素 量 ノ増加 モ亦 大 ナ

リ.即 チ死後24時 間 マデ ノ肝臟 殘餘窒 素 量増 加

ハ,未 ダ顯 著 ナ リ トハ云 ヒ得 ザル モ36-48時 間 ノ

頃 ヨ リ俄然甚 シ ク増加 シ,明 暗 兩相 死體 肝臟 殘餘

窒 素百分 率 ノ差 モ亦大 ニシテ死後3日 ニ於 ケル差

0.5545%ハ 實 驗第4(-4.8-12.2℃)ノ 死後17日

ニ略 ボ近 シ.

實驗 第13 失 血死 々體 ヲ以 テ セル實驗

(第14表 及 ビ第8圖 參照)

本 實驗 ハ9月15日-9月18日(15.1-27.3℃)

ノ間,即 チ所 謂殘 暑 ノ交 ニ行 ヒ タル モ ノニ シテ死

體 ノ分解 作用 ハ迅 速 ニ進行 シ,死 後 第3日 マデ實

驗 シ得 タル ガ,死 後第4日 ニハ肝臟 ノ軟 化甚 シ ク,

一部 ハ泥 状 トナ リテ流 出 シ,實 驗不 可能 ナ リ.肝

臟 殘餘窒 素 ハ前實 驗 ト同 ジ ク死後 速 ニ増加 シ,明

暗兩 相 屍體間 ノ百分率 ノ差 ハ死後2日 ニシテ 已 ニ

0.3504%ト ナ リ前實 驗 ニ於 ケル ガ如 シ.

實驗 第14 空 氣栓 塞死 々體 ヲ以 テセ ル實 驗

(第15表 參照)

本 實驗 ハ8月20日-8月23日(21.7-31.5℃)

ノ間 ニ試 ミタル モ ノニシ テ明暗 兩相 屍肝臟 ノ肉眼

的所 見竝 ニ殘 餘窒 素 及 ビ其 ノ百分 率 ノ差 ハ大 體 ニ

於 テ前實 驗(13)ト 同 樣 ナ リ.

實驗 第15 燐 中毒 死 體々 ヲ以 テ セル實 驗

(第16表 參 照)

本 實驗 ハ7月10日-7月14日(20.8-32.8℃)

ノ間 ニ行 ヒタル モ ノニシテ,明 暗 兩 相死體 肝 臟 ノ

肉眼的 所 見ハ實 驗 第12ニ 詳 述 シタル ト同 ジ ク,殘

餘窒 素 百分率 量 ノ差 ハ一 層 甚 シ ク,死 後24時 間 ニ
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於テ0.1386%ヲ 示シ,冬 期(最 低温度ガ零度以下

ニ降ル期間)ノ 各實驗ニ比スレバ,死 後10日 内外

ニ見ラルル差ナリ.サ レド,燐 ニヨル融解作用催

進 ノ影響ハ明ナラズ.

實驗第16「 モルフイン」中毒死 體々 ヲ以テセ

ル實驗 (第17表 參照)

本實驗ハ6月13日-6月18日(15.0-29.0℃)

ノ間ニ行ヒタルモノニシテ,其 ノ間ニ於ケル氣温

ハ前實驗ニ比シ稍々低ク,サ レバ肝臟 ノ變化モ幾

分緩徐ニシテ死後5日 マデ實驗シ得ラレ,肝 臟表

面ニ著明ナル變化ヲ來シタルハ死後2日 ニシテ甚

シキ軟化及ビ腐敗臭ハ死後3日 頃ヨリ認メラレタ

レド,明 暗兩相死體肝臟ノ殘餘窒素百分率量ノ差

ハ已ニ死後1日 ニシテ0.1%ニ 近 シ.

實驗第17 2硫 化炭素中毒死々體ヲ以テセル

實驗 (第18表 參照)

本實驗ハ8月11日-8月15日(22.3-31.2℃)

ノ間 ニ行ヒタルモノニシテ實驗第15ノ 場合ト氣

温ヲ略ボ等シクシ,明 暗兩相死體ニ於ケル肝臟ノ

肉眼的所見及ビ殘餘窒素量竝ニ同百分率ノ差亦前

實驗 ノ成績ニ相近似ス.

實驗第18亞 砒酸中毒死々體ヲ以テセル實驗

(第19表 參照)

本實驗ハ9月2日-9月6日 ノ間(15.5-33.6℃)

ニ試 ミタルモノニシテ明暗兩相死體肝臟 ノ追日的

ニ呈スル肉眼的所見及ビ殘餘窒素百分率量ノ差ハ

上記 ノ成績 ト大同小異ナリ.

以 上ハ高温期 ニ行 ヒタル肝臟殘餘窒素測定

實驗 ニシテ一般ニ死後 ノ經過 日時 ト共 ニ肝臟

殘餘窒素 ハ固 ヨリ増加 シ,低 温期 ニ於ケル實

驗成績 ニ比 スレバ,其 ノ増加ハ急速 ニ起 リ,

即 チ,略 ボ等 シキ程度 ノ殘餘窒素 ニ達 スルマ

デ ノ時間 ハ短 ク,明 暗2相 死體間 ノ肝臟殘餘

窒素量ハ何 レノ死因 ニヨル死體 ヲ用 ヒルモ暗

相死體肝臟 ニ於テ増加率大ナリ.

凡ソ死體 ノ死後分解作用ハ多種多樣 ノ要因

ニ影響 セラルルモ ノナルガ,予 ハ温度 ヲ考慮

シテ低温時期 ト高温時期 トニ區別 シテ實驗 シ

タルニ,低 温時期ナル10月-翌 年5月 ニ至ル

期間:4月,5月 竝 ニ10月 ノ頃:3月 竝 ニ11

月 ノ頃及ビ1月,2月 竝 ニ12月 ノ候各間 ニハ

腐敗 ノ進行 ニ夫 々差異アル コ トヲ認 メタリ.

即 チ,4月,5月 竝 ニ10月 頃 ニ於 テハ殘餘窒

素 量ガ漸次増量シテ死直後 ノ約2倍 量 ニ達 ス

ル迄 ニハ3-7日 ヲ要 シ,3月 竝 ニ11月 頃 ニ

ハ9-13日 ヲ,1月,2月 竝 ニ12月 頃 ニハ12-

14日 ヲ要 シタリ.之 ニ反 シ高温時期ナル6月

-9月 ニ於テハ早 キハ死後1日 ,遲 クトモ死

後2日 後 ニシテ既 ニ死直後 ノ約2倍 量 ヲ示 ス

ヲ觀 タリ.

此 ノ如 ク種 々ナル死因 ニヨル死體 ヲ以 テ各

季節 ニ實驗セルニ,日 光ヲ死體 ニ直接作用セ

シムル場合 ト然 ラザル場合 トニヨリテ啻 ニ肉

眼的所見 ニ差異 ヲ生ズル ノミナラズ,其 ノ殘

餘窒素量 ニ於 テモ暗相死體肝臟 ノ夫 レハ明相

死體肝臟 ノ夫 レヨリモ百分率高 シ.サ レ ド死

因ヲ異 ニスルコ トニヨリテハ特 ニ認 メラルル

差異 ヲ示サザルモ ノノ如 シ.

第2項 筋 肉殘餘窒素量

明處或 ハ暗處 ニ一定時間置 キタル死體 ノ肝

臟殘餘窒素量 ヲ比較 スルニ,低 温時期竝 ニ高

温時期共 ニ,即 チ,冬 季 ニア リテモ夏季 ニア

リテモ暗相死體肝臟 ノ殘餘窒素量ハ常 ニ明相

死體肝臟 ノ夫 レヨ リ多 ク,換 言 スレバ,暗 相

ニ置 カレタル死體 ノ肝臟 ハ明相 ニ於 ケル死體

ノ肝臟 ヨリモ速 カニ分解 スルモ ノ ト云 フベ

ク,同 一時間内ニ於 テハ前者 ノ分解 ガ高度ナ
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リ.サ レバ斯 ル現象 ハ啻 ニ肝臟 ノミナラズ,

他 ノ死體組織 ニ於テモ同樣 ナルベ ク思惟 セラ

ルル ヲ以 テ,予 ハ次 デ明相及ビ暗相ニ置 カレ

タル動物死體 ノ筋肉 ニ就キ其 ノ殘餘窒素量 ヲ

定量比較 シタリ.以 下 ノ各實驗 ニ於テモ試獸

トシテ「モ ルモツ ト」ヲ用 ヒ,其 ノ死因 トシテ

ハ1) 亞 砒酸中毒死,2) 失血 死及ビ3) 縊

死 ノ3種 ヲ選 ビタリ.蓋 シ予ハ敍上 ノ實驗 ニ

ヨリ明暗兩相 ニ於 ケル死體 ノ臟器殘餘窒素量

ノ差 ハ死因ニヨリ著 シキ影響ナキヲ推 シ得 タ

ル ニ基 キ,試 獸 ニ與 フル死因 ヲ上記3種 ニ止

メタルガ,尚 ホ此3種 ヲ選 ビタルニ就テハ重

信2)ガ 死因 ト死後 ノ化學的分解 トノ關係ヲ此

較 シタル研究成績 ニ據 リタルモ ノニシテ,即

チ重信 ハ空氣栓塞死及 ビ失 血死家 兎肝臟 ノ

2-3化 學 的物質 ヲ死後時間的ニ檢 シ,初 期ニ

於テハ空氣栓塞死家兎肝臟 ノ方ニ分解 ノ緩慢

ナルヲ認 メ,又,亞 砒酸中毒死家 兎肝臟 ニ現

ハルル化學的變化ハ他 ノ死因 ヲ與ヘタル動物

ノ死體肝臟 ヨリモ死後分解作用 ノ遲延 スルコ

トヲ觀察 シタリ.予 ハ斯 ル現象ガ啻 ニ肝臟 ノ

ミナ ラズ筋肉ニ於テモ亦然ルヤ否ヤヲ併セテ

知 ラン トシタルニ外ナ ラズ.而 シテ一般動物

死體 ニ於テ肝臟 ヨリモ體表 ニ近 ク存在 スル筋

肉 ヲ以 テセル實驗 ナレバ,之 等 ノ實驗 ニ於テ

ハ筋肉ヲ直接 日光ニ曝露セズシテ皮膚 ヲ被 レ

ル儘,即 チ,筋 肉ヲ自然 ノ位置 ニ於テ各死體

ヲ明相或ハ暗相 ニ置キ,其 ノ殘餘窒素量 ヲ測

定シタリ.

實驗第19 亞砒酸中毒死々體失血死々體ヲ以

テセル筋肉殘餘窒素量測定實驗

(第20表 及 ビ第9圖 參照)

此2ツ ノ實驗ハ3月20日-4月14日 マデノ25

日間 ニ行 ヒタル實驗 ナ リ.周 知 ノ如 ク筋 肉 ハ肝臟

ニ比 シ テ水 分 ニ乏 シ ケ レバ,明 暗 兩 相死體 ノ筋 肉

ニ於 ケル 乾燥 現象 ハ初 期 ニ於 テハ兩 者 ノ間 ニ著 シ

キ肉眼 的差 異 ヲ認 メザ ル ガ,死 後10日 ヲ經 過 ス レ

バ2,暗 相 死體 筋肉 ハ軟 化 シテ脆 弱 トナ リ,彈 力性

ヲ遞 減 スル ニ反 シ,明 相死體 筋肉 ハ多 少軟 化 スル

モ,表 面 ハ幾 分乾燥 シ,彈 力性比 較的 ニ強 シ.今,

兩 者 ノ殘餘 窒素 量 ヲ比 較 スル ニ,第20表 ニ示 セル

如 ク,暗 相 死體 筋肉 ノ夫 レハ明 相 死體筋 肉 ノ夫 レ

ヨ リモ常 ニ多 ク,百 分 率 量 ノ差 ハ 日 ヲ經 ル ニ從 ヒ

漸次 ニ増 大 シ,即 チ肝臟 ニ於 ケル ト其 ノ軌 ヲ一 ニ

ス.而 シテ亞 砒酸 中毒 死 體々 及 ビ失 血死 々體 ヲ以

テ行 ヘ ル各實 驗成績 ヲ比 較 スル ニ,前 者 ノ筋 肉殘

餘窒 素量 ハ後者 ノ夫 レ ヨ リモ一 般 ニ少 ク,百 分 率

量 ノ差 モ亦 後 者即 チ失血 死 々體 ノ方大 ナ リ.此 事

實 ハ亞砒酸 中毒 死體 ノ分 解 ガ失 血死體 ノ分 解 ヨ リ

モ緩 慢 ナル ヲ證明 スル モ ノニシテ曾 テ重信3)ガ 得

タル成 績 ト良 ク一致 スル 所 ナ リ.而 シテ兩 實驗 ニ

於 ケル 瞬暗 兩相 死體 ノ筋 殘餘窒 素 量ハ 上記 シタル

實 驗 ト同樣 暗 相死體 ニ於 テ常 ニ大 ナ リ.

實 驗第20 縊死 々體 及 ビ失 血死 々體 ヲ以 テセ

ル 筋 肉殘餘 窒素 量測 定實驗

(第21表 及 ビ第10圖 參 照)

此 實驗 ハ5月5日 ヨ リ5月23日 ニ至 ル18日 間,

即 チ前實 驗 ノ時期 ヨ リモ温 度 ノ稍 々高 キ時 期 ニ行

ヒ タル モ ノナ レバ,四 肢 ノ各關節 部 ニ於 ケル死 後

ノ強 直 ハ前實 驗 ヨ リモ早期 ニ消失 シ,明 暗 兩 相死

體 ニ於 ケル筋 肉 ノ肉眼的 所見 ハ死後5日 頃 マ デ著

シキ差違 ヲ呈 セザ ル ガ,7日 以後 ニ至 レバ,前 實

驗 ト同 ジ ク暗 相死體 ノ筋 ハ明 相 死體 ノ筋 ヨ リモ彈

力性 ノ減 少ハ強 ク,乾 燥 度ハ 少 ク,筋 殘餘 窒素 量

ハ縊死 及 ビ失 血兩 死體共 前者 即 チ暗相 死體 筋 ニ於

テ常 ニ多 ク,即 チ暗 處 ニ於 ケル死體 分解 ノ比 較的

大ナ ル ヲ推 セ シ メ,且 失 血死 々體 ノ筋 肉殘餘 窒 素

量ハ縊 死 々體 ノ夫 レ ニ比 シ テ早期 ニ増 量 ス.此 死
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因ニヨル差ハ重信2)ガ肝臟ニ就テ行ヒタル實驗ノ

成績 ト一致スルモノニシテ矛ハ之ヲ筋肉ニ於テ證

明シ得タリ.

以 上各種 ノ明暗實驗 ニヨリ死體 ニ何等操作

ヲ加 ヘズ,自 然 ル儘 ニ放置セル死體筋肉 ノ死

後分解モ死體肝臟 ヲ曝露 シテ行 ヒタル實驗 ノ

成績 ト等シク,暗 相 ニ於テハ明相 ニ於 ケル ヨ

リモ死體 ノ分解 ハ速 ニ進行 スル ヲ窺知 シ得ベ

シ.又 失血死體 ニ於 ケル筋肉 ノ死後分解 ガ縊

死體或 ハ亞砒酸中毒死體 ノ夫 レヨリモ比較的

ニ速ナルヲ認 メ,重 信 ガ死體肝臟 ニ就テ觀察

シタル所 ト一致 スル成績 ヲ得 タリ.

第2節 糖,糖 原質及 ビ乳酸量測定

實驗

前節 ニ述 ベタル實驗 ニ於テ死體肝臟及ビ筋

肉殘餘窒素量 ノ死後増加ハ死體 ヲ明處或ハ暗

處ニ置 クコトニヨリ等 シカラザル コトヲ實證

シタル故 ニ更ニ死體肝臟及 ビ筋肉中 ノ糖,糖

原質竝ニ乳酸量 ノ死後變化 ノ態度 ヲ同樣ナル

條件 ノ下 ニ檢索 シタリ.之等 ノ實驗 ハ10月-

翌 年5月 初旬マデ即チ所謂低温期 ニ於テ ルミ

行 ヒタリ.蓋 シ,肝 臟及ビ筋肉中 ノ糖竝 ニ糖

原質ハ死後比較的早期 ニ減少消失 スルヲ以 テ

19),高 温期 ニ於テ之等 ノ量 ヲ比較的長キ時間

ニ亙 リ追求スルコ トハ困難ナルベ ク思惟 セラ

レタレバナ リ.而 シテ實驗動物 ニ與ヘ タル死

因 ハ縊死,失 血,石 炭瓦斯中毒,昇 汞中毒及

ビ亞砒酸 中毒 ノ5種 ナリ.

第1項 明 暗2相 ニ置 カレタノレ死體

肝臟 ノ糖,糖 原質及 ビ乳酸

量 ニ就テ

イ. 試獸 死體 ノ肝臟 ヲ露 出セル實驗

實驗第21 縊死 々體ヲ以テセル實驗

(第22表 及 ビ第11圖 參照)

本實驗ハ10月6日-10月13日 ノ間ニ先ヅ糖及

ビ糖原質ヲ,次 デ11月12日-11月21日 ノ間ニ

乳酸量ノ測定實驗ヲ行ヘリ.糖 及ビ糖原質量ヲ測

定シタル10月 ノ交ハ氣温尚ホ比較的高キヲ以テ

死體各部ノ變化ハ比較的速ニ發來シ.死 後2日 ニ

シテ死體強直ハ已ニ殆ド消失シ,3日 ヲ經レバ眼

角膜ハ著シク溷濁シ,腐 敗臭強 ク,斯 クテ之等ノ

死後變化ハ逐日其ノ度ヲ高メタリ.之 ニ反シ乳酸

量ヲ測定セシ11月 中旬ハ氣温低ク,一般ニ腐敗現

象ノ進行ハ緩徐ニシテ3日 後ニモ尚ホ死體強直ヲ

存シ,5日 頃 ヨリ眼角膜ノ溷濁 ヲ來シ,爾 後ハ漸

次ニ各腐敗現象ヲ強ク變現セリ.

肝臟ノ糖量ハ明暗兩相ニ於ケル死體共ニ先ヅ増

量シ,次 デ漸次ニ減少シ,明 暗兩相ノ死體ニ就テ

比較スルニ,本 實驗ル方法ニ據レバ明相屍肝臟 ノ

糖量ハ死後2日 ニ,暗 相屍肝臟ノ夫レハ死後1日

ニ最高ヲ示シ,ソ レヨリ兩者共次第ニ減少ス.サ

レバ,暗 相屍肝臟ニ於テ増減共ニ比較的早ク起 リ,

死後7日 ニ於 ケル肝臟糖量百分率ハ暗相屍肝臟ニ

於テ明ニ少ク,換 言セバ明相死體ニ於ケル肝臟 ノ

糖分解ハ暗相死體ニ於ケルヨリモ緩慢ナリト推セ

ラル.

次ニ肝臟糖原質量ハ明暗兩相ノ死體共ニ初メヨ

リ減少ノ一途ヲ辿リ,明 相屍ニ於テハ死後3日,

暗相屍ニ於テハ死後2日 迄定量セラレ,最 終日ニ

於ケル兩者ノ量ハ略ボ等シク,サ レバ肝臟糖原質

ノ分解モ亦暗相屍ニ於テ明相屍ヨリモ速ニ發來ス

ルヲ推知スベシ.

肝臟乳酸量ハ明暗兩相屍共 ニ死後漸次 ニ増加

シ,明 相死體ニ於テハ第8日,暗 相死體ニ於テハ

第7日 ニ最高ニ達シ,爾 後ハ夫々減少シ,此 減少

シ始ムル時期ハ角膜ノ溷濁及ビ腐敗臭ヲ強 ク現ハ
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シ,肝 臟ハ 數泥 化 セ ン トシ,一 見 シテ死體分 解 ノ

著 シキ進行 ヲ推 知 シ得 ラルル 時期 ニ相 當 ス.而 シ

テ暗 相屍肝 藏 ノ乳酸 ハ明 相 屍肝臟 ノ夫 レニ比 シ早

ク増 加 シ次 デ減 少 セ リ.

ロ,試 獸 死 體 其 ノ儘 ヲ以 テ ヒ ル實 驗

實 驗第22 石 炭瓦 斯 中毒 死 々體 ヲ以 テ セル實

驗 (第23表 及 ビ第12圖 參照)

本實 驗 ハ1月19日-2月13日 ノ間 ニ行 ヒ,剔

出 シタル肝 臟 ノ糖,糖 原質 及 ビ乳酸 量 ヲ同一 動物

ヲ以 テ檢 シ タ リ.而 シテ此 時 期ハ所 謂嚴 寒 ノ交 ニ

シテ腐 敗 ノ進 行ハ甚 ダ緩慢 ナ レバ比 較的 長期間 觀

察 スル ヲ得 タ リ.即 予死後3日 間 ハ死體 強直 ヲ強

ク存 シ,肝 臟 ノ表面 ハ滑 澤 ニ シテ帶 紫褐 色 ヲ呈 シ,

5日 ヲ經 レバ眼 角膜 ハ稍 々溷濁 シ,14日 ヲ過 グ レ

バ各部 ノ肉 眼的腐 敗現 象ハ著明 トナ リ,肝 臟 ハ軟

化 シテ暗 褐 色 ノ度 ヲ増 ス ト雖,腐 敗 臭 ハ比較的 ニ

弱 ク,腹 部 ノ膨滿 モ亦 著 シ カラズ.

先 ヅ肝臟 ノ糖量 ハ明 暗兩 相 ノ死體共 死 後漸次 ニ

増 加 シ,死 後7日 ニシテ 各最高 ヲ示 セル ガ,百 分

率 ノ最高 ハ暗 相 屍肝臟 ル方 大 ナ リ.斯 クテ死 後10

日後 ニ ハ 明暗 兩相 ノ死 體共 肝臟糖 量 ハ減 少 セ ル

ガ,百 分 率量 ハ暗 相 死體 ノ方反 テ小 ナ リ.是 ニ依

テ之 ヲ觀 ル ニ,明 暗 兩 相 ノ死體 ニ於 ケル 肝臟 ノ糖

量 ハ共 ニ死後7-10日 ノ間 ニ最 高 ニ達 シ,次 デ漸

次減 少 スル モ ノナル ガ,増 加 竝 ニ減 少共 ニ暗相 死

體 ノ肝臟 ニ於 テ比較 的 ニ速 ナル ヲ知ル ベ ク,サ レ

バ死 後肝 臟内 ノ糖 分解 ハ明相 死體 ヨ リモ暗 相死體

ニ於 テ大 ナル コ トヲ推 シ得 ベ シ.

肝 糖原 質 ハ明暗兩 相 ニ於 ケル 死體 ニ於 テ死後次

第 ニ減少 セル ガ,暗 相 死體肝 ニ於 テ常 ニ其 ノ度 ハ

著 シ ク,明 相 死體 ニ於 テハ5日,暗 相 死體 ニ於 テ

ハ3日 迄 測定 シ得 タル事 實 ニ徴 スル モ,暗 相死體

ノ肝臟 糖原 質分 解 ガ明 相死體 ノ夫 レ ヨ リモ速ナル

ヲ知 ルベ キナ リ.

肝臟 乳酸 量 ノ増減 ハ糖 ト同樣 ニシテ明 暗兩 相死

體 其 ニ初期 ニ於 テ増 加 シ,後 減 少セ ル ガ,其 ノ最

高 ハ 兩者共 死後12日 ニ シ テ 暗 相屍 ノ方比 較 値的

高 値 ヲ示 シ,恰 モ コ ノ頃 或 ハ少 シ遲 レテ肉 眼的 腐

敗 現 象 ノ著 明 ニ現 ハル ル時期 ナ リ.斯 クテ乳酸 量

ハ爾後 漸次 ニ減 少 シ,25日 マデ測 定 シ得 タル ガ,

等 シキ經過 日數 ニ於 テ ハ暗相 死體 ニ於 テ常 ニ小 ナ

リ.

實 驗第23 失 血死 々體 ヲ以 テ セル實 驗

(第24表 參照)

此 實 驗 ハ3月1日-3月23日 ノ間 ニ行 ヒタル モ

ノニシテ死後1日 ノ死 體 ニハ強 直 ヲ強 ク現 ハシ,

死 後3日 ノ死體 ニモ強 直 ヲ認 メ タル ガ其 ノ度 ハ弱

ク,眼 角膜 ハ中等度 ニ溷濁 ス.死 後5日 ニ於 テ死

後強 直 ハ最早 消 失 シ,眼 球 ハ軟 化 シ,眼 角膜 ノ溷

濁 ハ更 ニ著明 トナ リ,肝 臟 ノ表 面 ハ汚 穢 黒褐 色 ヲ

呈 シテ軟化 ヲ明 ニ認 メ,爾 來 之等 ノ所 見 ハ其 ノ程

度 ヲ増強 シ,21日 經 過 ノモ ノニア リテ ハ一部 ニ脱

毛 ヲ來 シ,拔 去 亦容 易 トナル.

肝 臟糖 量ハ明 暗 兩相 ノ死體 共 ニ死後5日 ニ最 高

ヲ示 シ,死 後8日 ニハ已 ニ減 少 シ,兩 相 死體 ニ於

ケル 肝糖 量 ノ百分 率 ヲ比 較 スル ニ,等 シキ經過 日

ニ於 テ増 加期 ニハ暗 相 屍 ノ方 多 ク,反 之,減 少 期

ニ於 テ ハ少 ク,期 ル現象 ハ前實 驗 ニ於 テ モ認 メタ

ル所 ナ リ.

肝 糖原 質ハ兩 相 死體共 初 メヨ リ減少 ノ一途 ヲ辿

リ,死 後3日 迄 定量 シ得 タル ガ,其 ノ間 暗 相死體

ニ於 ケル其 ノ量 ハ明 相 死體ニ於 ケル夫 レニ比 シ常

ニ少 ク,即 チ暗 相 屍肝 ノ糖原 質ハ 明相 屍肝 ノ夫 レ

ヨ リモ速 ニ消失 スル ヲ推 セ シム.

肝乳 酸 量ハ兩 相 死體共 初期(8日 マデ)ニ 増 量 シ,

次 デ減 少 シ,百 分 率量 ニ就 テ見 レバ初 期 ニ於 テ(死

後8日 迄)暗 相 死體 肝臟 乳酸 ハ明 相死體 ノ夫 レ ヨ

リモ大 ナル ガ,減 少 セル後 半 ハ反 テ常 ニ小 ナ リ.

サ レバ死體 肝臟 ニ於 ケル 乳酸 ノ成 生竝 ニ分 解共 ニ

暗 相 ニ於 テ比 較的 速 ナル ヲ知 ル ベキナ リ.
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實驗第24及 ビ25 昇汞中毒死及ビ亞砒酸中

毒死々體ヲ以テセル實驗

(第25及 ビ26表 參照)

實驗第24ハ3月17日-4月7日,同 第25ハ4

月13日-5月5日 ノ間ニ夫 行々ヒ タルモ ノニシ

テ肉限的所見ハ大體前實驗ニ記載シタル所 ト大差

ナケレド,氣 温ノ關係上前實驗ニ比シ,各 變化ガ

稍々早期ニ發現スルヲ見タリ.

此兩實驗ニ於テ肝臟 ノ糖量,糖 原質量及ビ乳酸

量ハ前實驗ニ於ケル夫レ等 ト同樣ナル消長ヲ呈セ

リ,即 チ糖量ハ初期ニ増加シテ後ニ減少シ,其 ノ

變化ハ暗相死體ノ肝臟ニ於テ常ニ強ク,糖 原質ノ

消長モ暗相死體ノ肝臟ニ於テ強 ク起 リ,明 相死體

ノ肝臟ガ糖原質ヲ3日 マデ定量セシムルニ對シ,

暗相死體肝臟ノ夫レハ已ニ1日 後ニハ定量不能 ト

ナレリ.肝 臟乳酸ノ増減モ亦暗相死體ニ於テ明相

死禮ニ於ケルヨリモ常ニ先行セルヲ認メタリ.

以 上第21-第25ノ 實驗 ニヨリ明暗兩相 ニ

置 カレタル死體肝臟 ノ糖,糖 原質及 ビ乳酸各

量ハ開腹状態 ニア リテモ或 ハ腹腔内 ニ自然 ノ

儘存スル状態 ニアリテモ,暗 相死體 ニ於テ常

ニ明相死體 ニ於 ケルヨリモ強 ク増減 シ,其 ノ

兩相間 ニ於ケル糖,糖 原質及 ビ乳酸量 ノ差異

ハ一定經過 日時 ニ於テ氣温 ノ高キ程大 ナリ.

第2項 明 暗2相 ニ置 カレタル死體筋

肉 ノ糖,糖 原質及ビ乳酸量

死體 ヲ明處或 ハ暗處 ニ置 クコ トニヨリ死體

肝臟 ノ糖,糖 原質及ビ乳酸量 ノ増減 ニ一定 ノ

差異アルコ トヲ確 メタレバ,次 デ予ハ1月-

5月 ノ交 ニ明處或ハ暗處 ニ一定時置 カレタル

死體 ニ就キ,肝 臟 ヨリモ體表 ニ近 キ筋層 ノ一

部 ヲ採取 シ,前 實驗 ト同樣 ニ,糖,糖 原質及

ビ乳酸 ヲ定量 シタリ.試 驗動物 ニ與ヘ タル死

因 ハ失 血 死,石 炭 瓦 斯 中毒 死,昇 汞 中毒 死 及

ビ亞 砒 酸 中毒 死 ノ4ツ ナ リ.

實 驗第26 石炭 瓦 斯 中毒死 々體 ヲ以 テ セル實

驗 (第27表 及 ビ第13圖 参照)

本實 驗 ハ1月19日-2月13日 ノ長 キ ニ亙 リ行

ヒ タル モ ノニシ テ,其 ノ間 ノ氣 温 ハ固 ヨ リ低 ク,

從 ツ テ 外表 ノ肉眼 的 所見 ハ實 驗第22ニ 記載 シタ

ル ト略 ボ等 シ ク,筋 組織 ノ變 化 ハ頗 ル緩 徐 ナ リ.

即 チ死 後7日 位 迄 ハ明暗 兩相 死 體 ノ筋 肉 ニ著 シキ

差 異 ナ ケレ ド,其 ノ頃 ヨ リ明 相 死體 ノ筋 ハ次第 ニ

乾 燥現 象 ヲ現 ハ シ來 リ,其 ノ彈 力性 ガ尚 ホ比較 的

保 タルル ニ反 シ,暗 相 死體 ノ筋 ニア リテハ乾燥 現

象 ヨ リモ軟化 現 象著 シ ク,從 ツテ筋 質 ハ脆弱 化 セ

リ.

明 相及 ビ暗 相 ニ置 カ レタル兩 死體 ニ於 テ腹 部筋

肉 ノ糖量,糖 原 質 量及 ビ乳酸 量 ニ現 ハル ル死後 消

長 ノ差 異 ハ前實 驗 ノ死體 肝臟 ニ於 テ見 タル ト略 ボ

同樣 ニシテ暗 相 死體 ノ筋 肉 ニ於 ケル 各物 質 ハ明相

死 體 ノ夫 レニ比 シテ量的 變 化著 シ ク(第27表 及 ビ

第13圖 參照),又 明暗 兩 相死體 筋 肉 ノ何 レモ,糖

量 ノ最高 ニ達 スル 時期 ガ乳 酸量 ノ最 高時 期 ニ先行

スル コ ト先 人 ノ見 タル 所 ニ一 致 ス.

實驗 第27,第28及 ビ第29:失 血 死 々體,昇

汞 中毒 死 々體 及 ビ亞 砒酸 中 毒死 々

體 ヲ以 テ セル實 驗 (第28表,第

29表 及 ビ第30表 參 照)

之 等 ノ實驗 ハ3月 及 ビ4月 ノ交(第27, 3月1

日-3月23日;第28, 3月17日-4月7日;第

29, 4月14日-5月5日)ニ 行 ヒ タル モ ノニ シテ

肉眼 的 所見 ハ實驗 第23, 24及 ビ25ニ 記載 シタル

所 ト略 ボ同樣 ナ リ.之 等 ノ實 驗 ニ於 テ死體 筋 肉 ノ

糖,糖 原質 及 ビ乳酸 量 ノ追時 的變 化及 ビ夫 等 ガ死

體 ヲ明 相或 ハ暗 相 ニ置 クコ トニ ヨ リ受 クル影響 ハ

實驗 第26ノ 場 合 ト略 ボ同樣 ニ シ テ 筋 肉 ノ糖及 ビ
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乳酸ハ初メ漸次ニ増加シ,後 ニハ稍々急ニ減少ス

ルモ,其 ノ最高ニ達スル時期ハ糖ノ方ニ早ク,暗

相死體筋ニ於ケル糖及ビ乳酸 ノ増減ハ明相死體筋

ヨリモ大ニシテ糖原質ノ滅少亦然 リ.兩 シテ死因

ヲ異ニスルコトニヨリテハ敍上ノ態度ニ認ムベキ

影響ヲ及ボサザルモノノ如シ.

第4章 實驗成績 ノ總括竝ニ考察

1) 死體肝臟及ビ筋肉 ノ殘餘窒素量:死 體

肝臟 ヲ直接 ニ或ハ間接 ニ外表軟部 ヲ透 シテ日

光ニ照射 シタル場合 ト日光 ヲ遮斷 シテ靜置シ

タル場合 トニ於テ,殘 餘窒素量ハ死後時間 ノ

經過 ト共 ニ兩者何 レモ漸次 ニ増加 スルモノナ

ルガ,死 體周圍 ノ温度 ニ著 シキ差違ナキ限 リ,

日光 ヲ遮斷 シタル方ニ於テ増加 ハ大ナ リ.而

シテ此明暗 ニ關 シテ生ズル増加 ノ差異 ハ周圍

ノ温度高キ程著明 ニシテ,從 ツテ氣温,更 ニ換

言 スレバ季節 ニヨリ可ナ リ影響 セラルルモ,

死因 ニヨル影響 ハ殆 ド認 メラレズ.

2) 死體 肝臟及 ビ筋 ノ糖,糖 原質及 ビ乳酸

量:死 體肝臟 ノ糖及 ビ乳酸 ハ先ヅ漸次 ニ増加

シテ後減少スルガ,其 ノ減少 ノ時期ハ糖 ニ於

テ早期 ニ現 ハレ,糖 原質 ハ初 メヨリ減少シ,

前2者 ニ比 スレバ早期 ニ定量 シ能 ハザルニ至

リ,如 上 ノ關係ハ筋 ニ於テモ亦略ボ同樣 ニ認

メラルル所 ナ リ.死 體肝臟及 ビ筋 肉 ノ糖,糖

原質及 ビ乳酸各量ハ死後經過時間 ト共 ニ如上

ノ消長 ヲ示 スモ ノナルガ,此 消長 ハ死體臟器

或ハ死體 ヲ直接 日光 ニ照射 シタル場合 ト日光

ヲ全 ク遮斷 シタル場合(明 相及 ビ暗相)ト ニヨ

リテ等 シカ ラズ.兩 者 ノ間 ニハ殘餘窒素 ノ實

驗 ニ於 テ見 タル ト同樣 ナル差異 ヲ現 ハシ,即

チ暗相死體 ニ於ケル肝及 ビ筋 ノ糖,糖 原質竝

ニ乳酸 ノ増減 ハ明相死體 ニ於 ケル夫 レ等 ニ比

シ,一 定經過 日時 ニ於テハ大 ニシテ糖 及ビ乳

酸 ノ最高量亦前者ニ於 テ大 ナ リ.而 シテ此明

暗兩相 ニ因 ル差異ハ死體周圍 ノ氣温 ノ大ナル

ホ ド著明ナ リ.

サ レバ暗處 ニ置 カレタル死體肝臟 ノ蛋白及

ビ炭水化物 ハ明處 ニ置 カレタル死體 ノ夫 レヨ

リモ,比 較的速 ニ分解 シ,且 死體 ニ於 ケル此

態度ハ氣温 ノ影響 ヲ受 クル コ ト甚 ダ大ナル ヲ

知ルベク,換 言 スレバ暗處 ニ置 カレタル死體

ノ腐敗ハ明處 ニ置 カレタル死體 ノ腐敗 ヨリ甚

シキヲ推 シ得ベ ク,之 ハ本實驗 ニ於テ各死體

ノ肉眼的所見 ト一致 スルモ ノナ リ.

之 等 ノ事實竝 ニ推論 ハ法醫學 ニ所謂死體現

象ナルモ ノノ上 ニ1ツ ノ重要 ナル意義 ヲ與 フ

ルモ ノト云 フベク,即 チ一般 ニ死體現象ハ種

種 ナル要約,特 ニ温度 ニヨリ著 シク影響 セラ

レ,就 中死體 ノ分解ハ温度 ニ左右 セラルルコ

ト甚ダ大ナルモノナルガ,更 ニ本研究 ニヨリ

日光 ノ有無モ亦死體 ノ分解 ニ對 シ緊密ナル關

係 需アルコ トヲ明 ニシタリ.各 死體現象 ノ性

質竝 ニ程度等 ハ死體 ノ死亡時間推定 ニ重大ナ

ル資料 ヲ提供 スルモ ノナレバ,死 體 ノ置カ レ

タル場所 ト日光 トノ關係,例 ヘバ死體 ノ發見

場所 ガ日光 ノ達 セザル洞窟内又ハ雨戸等 ニテ

閉ザサ レタル屋内或ハ直接又ハ間接 ニ日光 ノ

達 スル場所 ノ何 レナルヤハ死亡時問推定上愼

重 ニ考慮セ ラルベキナ リ.然 ラバ明處 ニ於 ケ

ル死體 ト暗處 ニ於 ケル死體 トニ生 ズル如上 ノ

差異 ハ如何 ニシテ起 ルモ ノナルヤ,予 ハ次 ニ

聊 カ考察スル所アルベシ.

本研究ニ於 テ死後一定時 ニ測定 シタル死體

肝臟及 ビ筋肉 ノ殘餘窒素,糖,糖 原質及 ビ乳
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酸 ノ各量 ガ死後經過時間 ト共ニ増加 シ或ハ減

少スルハ,死 體各組織成分 ノ分解 ニ基 クモ ノ

ニシテ之 ハ元來組織 ニ存在 セル酵素及ビ消化

管内或ハ外來細菌 ニヨリテ起ルモ ノナ リ.サ

レバ死體周圍 ノ温度 ガ之等 ノ作用ニ著大ナル

影響 ヲ及ボスベキハ當然ナルガ,本 實驗 ニ於

テ明相死體及 ビ暗相死體周圍 ノ温度竝 ニ其 ノ

他 ノ状況ハ双方共ニ既記 ノ如 ク略ボ等 シクセ

ラレタレバ,兩 相 ノ死體 ノ間 ニ於 ケル死後分

解産生物質 ノ量的差異 ガ周圍 ノ温度等 ニ原因

スル ヲ想定 スル能 ハザルナ リ.サ レバ茲 ニ先

ヅ考 フベキハ本實驗 ノ試獸 ニ與ヘラレタル條

件 ニシテ即チ 日光線 ノ有無ナ リトス.

一般化學的反應 ニ於 テ反應速度 ガ温度 ニヨ

リ影響 セラルルコトノ極 メテ大ナルハ周知 ノ

事實ナルガ,日 光線 ニヨル影響モ亦寡 ナカラ

ズ.此 關係ハ生化學的反應 ニ於 テモ亦等 シク

認 メラレ,死 體 ノ分解モ歸 スル所1ツ ノ生化

學的機轉ナルニ他ナ ラズシテ又細菌 ニヨル分

解 ト稱 スルモ其 ノ實ハ細菌酵素 ニヨル分解 ト

云 フベキナ リ.

抑 々酵素作用30)31)ハ 物理學的-化 學的要

約 ニヨリ或ハ促進 セラレ或 ハ抑制 セラルルモ

ノニシテ水溶液中 ノ酵素作用ハ太陽光線 ニ因

リテ多少抑制セラレ,乾 燥状態或ハ無害ナル

溶媒中ニ存在セル酵素 ニ對 シテ日光ハ抑制的

ナ ラザルガ,併 シ酵素 ノ種類竝 ニ環境 ニヨリ

テ一様 ナラザルモ ノノ如シ.而 シテ一般 ニ太

陽光線可視部 ハ酵素作用 ニ影響 ヲ及ボスコト

少キニ反 シ,紫 外部ハ總 テノ酵素作 用ニ強キ

害的作用ヲ與 ヘ,特 ニ或種 ノ酵素 ニ對 シテハ

酸素 ノ存在 ニ於テ一層甚 ダシク障碍ヲ及 ボス

トノコ トナ リ32).

1911年Agulhon33)ハ 眞空 或 ハ酸 素 ノ存在 ニ於

テ酵 素特 ニ糖化酵 素 ニ對 スル 光線 ノ作 用 ヲ實 驗的

ニ研究 シ,酵 素 ヲ3種 ニ分類 セ リ,即 チ:

1) L'un renferme la sucrase, la laccase et la

tyrosinase, attaquees senlement en presence

d'oxygene moleculaire par les rayons visibles,

et moins rapidment detruites en l'absence de

cet element par ultraviolet. La mecanism

d'oxydation est parfaitement bien explique

dans ce cas par la formation deau oxygenee.

2) Le second comprend la catalaae et

l'emulsine, detruites dans le vide par toutes

les radiations, moine activement toutefois

quen presence d'oxygene.

3) Le troisieme est represente par la pre-

sure, insensible aux rayons visibles, attaquee

d'une facon aussi intense par les radiations

ultraviolettes en presence d'oxygene ou dans

le vide.

之 ハ分離セラレタル酵素 ニ就キ觀察 セラレ

タルモノナルガ,酵 素自體ハ光線特 ニ紫外線

ノ影響 ヲ受 クルモノニシテ光線 ノ酵素 ニ對 ス

ル此害的作 用ニ先チテ現 ハルル コ トアル催進

作用(澱 粉分解酵素)ニ 關 シ光線 ノ熱作用 ガ

如何程影響 スルヤハ今 日未 ダ明ナ ラザル所ナ

リ.何 レニシテモ,酵 素 ノ作用ガ日光線特 ニ

紫外線 ニヨリテ障碍 セラルルコ トハ今 日疑 ヲ

容 レザル所 ニシテ此影響 ハ酵素 ガ細胞内 ニ存

在セル状態 ニア リテモ亦想定セ ラルルモ ノナ

リ34).サ レバ紫外線 ノ極 メテ少キ或 ハ之 ヲ全

ク缺如セル暗處 ニ置 カレタル死體 ト太陽光線

特 ニ紫外光線 ニ照射セ ラルル明處 ニ置カレタ

ル死體 トニ於テ其 ノ細菌内酵素或ハ細菌酵素

ノ作用 ニ強弱ヲ生ズベキハ蓋 シ當然ナ リ ト云
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太陽光線 ノ死體分解ニ及ボス影響 1907

ハサ ルベカラザルナ リ.

更 ニ細菌自體 ト光線 トノ關係ハ餘 リニモ周

知 ノコ トニシテ茲 ニ群述 スル要 ナキガ如 シ ト

雖,順 序 トシテ聯 カ觸 ルル所アルベシ.古 來

傳染病 ノ豫防或 ハ食物 ノ保存等ニ關 シ,細 菌

ノ死滅 ヲ講 ズベキ方法 トシテ乾燥,加 熱,化

學藥品 ノ外,日 光照射 ノ用 ヒラレタルハ人 ノ

知 レル所 ニシテ太陽光線 ノ有 スル此細菌抑制

作用ハ主 トシテ其 ノ紫外部 ニ存 シ,組 菌 ガ此

短波光線 ニ照射 ヒラルル ヤ,過 酸化物或 ハ

「オツオン」ヲ發生 シ,細 菌ハ酸化ニヨリテ破

壞 セラルルモ ノナ リ トノ從来ノ説ニ對 シ,近

年 ニ至 リ紫外線 ニヨル細菌 ノ死滅 ハ其 ノ直接

的作用ニシテ細菌蛋白體 ノ構成物質 ナル 「ア

ミノ酸」特 ニ 「芳香族ア ミノ酸」ヲ侵 スモ ノ

ナ リト説明セラレ,此 際,酸 素 ノ存在 ガ必 ズ

シモ必要 ナラザルハ實驗 ニヨリテ確 メラレタ

リ.然 レ ドモ,紫 外光線 ノ細菌ニ對 スル如上

ノ作用ハ酸素 ノ存在 ニヨリテ一層強 メラルル

トナシ,或 ハ酸素以外 ノ他 ノ瓦斯體中ニテモ

等 シキ程度 ニ起ルヲ以 テ,紫 外線 ノ殺菌作用

ニハ酸素 ノ存在 ヲ必 ズシモ要セズ,且 其 ノ殺

菌作用ハ細菌 ノ種類 ニヨリテ等 シカ ラズ トナ

シ,又 其 ノ有機體内部ヘ ノ透達 力ハ可視部光

線ニ比 シテ甚 ダ弱 シ ト説ケルア リ.併 シ何 レ

ニシテモ紫外光線 ニ細菌 ノ發育抑制或ハ殺菌

作用 ノ存 スルコ トハ今 日疑 ヲ容 レザル所 ニシ

テ此作用ハ太陽光線紫外部 ノ略 ボ中央,即 チ

波長2970A-2100Aノ 間 ニ於 テ最モ強 ク,

其 ノ全效果ハ照射 ノ張サ ト照射時間 ノ長サ ト

ニ關 ス.サ レバ紫外線 ヲ多分 ニ含 ム太陽光線

ニ此作用アルハ固 ヨリナルガ,更 ニ其 ノ散光

ニモ存在 シ,從 ツテ畫間ニ於 テハ其 ノ量 ノ多

少ハアレ ド晴天曇天 ヲ問ハズシテ有 スルモ ノ

ナ リ35)36).

斯 ク太陽光線特 ニ其 ノ中 ノ主 トシテ紫外線

ハ細胞及 ビ細菌 ノ酵素 ヲ障碍 シ,細 菌 ヲ死滅

或 ハ其 ノ發育竝 ニ増殖 ヲ抑制 スル故 ニ,死 體

ヲ太陽光線 ニ直接若 シクハ間接 ニ照射セバ,

自家融解及 ビ腐敗 ハ共 ニ抑制 セラレ,加 フル

ニ其 ノ熱作用ニ基 ク死體水分 ノ蒸發ハ上記 ノ

兩分解作用 ニ必要ナル水分 ノ充分ナル存在 ヲ

妨ゲテ分解 作用 ヲ一層抑制 スルガ,太 陽光線

ノ照射ナキ場合,即 チ暗處ニ置 カレタル死體

ニ於 テハ其 ノ酵素及ビ細菌ヲ障碍 スル光線 ナ

ケレバ,此 兩者ニヨル分解 ハ少 クトモ光線 ノ

影響 ヲ蒙 ラズシテ進行 シ,且 又水分 ノ蒸發モ

比較的 ニ少ケレバ,濕 度モ比較的 ニ好適ナル

ベ シ.コ レ死體 ヲ明處或ハ暗處 ニ置キ タル場

合,兩 者 ノ肉眼的及 ビ化學的分解所見ニ差異

ヲ來 ス所以ナ リト思惟 セラル.

第5章 結 論

上記 シタル實驗成績及ビ考察 ニ基 キ次 ノ如

キ結論ヲ得 タリ.

1) 死體 肝臟及 ビ筋肉 ノ殘餘窒素,糖,糖

原質及 ビ乳酸量ハ死後經過 時 間 ト共 ニ消 長

ス.即 チ殘餘窒素量ハ經過時間 ト共 ニ増加 シ

糖竝 ニ乳酸ハ初期 ニ増加 シテ後ニ減 少シ,糖

原質ハ初 メヨリ減少 シ,上 記 ノ肝臟殘餘窒素

量 ニ關 シテハ先人 ノ實驗成績 ト一致 ス.

2) 死體 肝臟及 ビ筋 ノ殘餘窒素量,糖,糖

原質及 ビ乳酸量 ノ各消長ハ温度,濕 度等 ヲ顧

慮 スレバ死後經過時間 ニヨリテ略ボ一定 スル

モ,死 體 ヲ明處或ハ暗處(太 陽光線 ノ有無)ニ

置 クコ トニヨリテ兩 者ノ間 ニ常 ニ一定 ノ差異
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1908 太 田 徳 次 郎

ヲ生 ジ,此 差異ハ温度高キ程大ナ リ.即 チ暗

處ニ置 カレタル死體 ノ臟器組織 ニ於 ケル各物

質 ノ増減 ハ明處ニ置 カレタル死體 ノ夫 レ等ニ

比 シテ大ナ リ.サ レバ,暗 處 ニ於ケル死體 ニ

起ル分解作用ハ明處 ニ於ケル死體 ノ夫 レヨリ

モ甚 シク,此 事實ハ本研究 ニ於ケル肉眼的所

見 ヨリモ推 セラルル所 ニシテ人死體 ノ死亡時

期推定 ニ際 シテモ注意 セラルベキ事項 ナ リ.

3) 死體 ヲ明處或ハ暗處 ニ置 クコ トニヨリ

テ生 ズル死體分解ハ死體臟器組織 ノ酵素及 ビ

細菌酵素 ノ各作用更 ニ細菌増殖ガ太陽光線殊

ニ紫外線 ニヨリテ抑制 セラレ
,又 光線 ノ熱作

用 ニヨル水分蒸發モ之 ニ關與 スルモ ノ ト思惟

セラル.
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太陽光線ノ死體分解體及ボス影響 1909

第1表 縊 死 々體 ヲ 以 テ セ ル 明暗 實験

第1圖 縊 死 々體 ヲ 以 テ セ ル明暗 實 験
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1910 太 田 徳 次 郎

第2表 縊 死々體 ヲ 以 テ セル明 暗實 験

第2圖 縊 死 々體 ヲ 以 テ セ ル 明 暗 實 験
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太陽光線 ノ死體分解ニ及ボス影響 1911

第3表 縊 死々體 ヲ 以セル 明 暗 實 験

第4表 溺 死々體 ヲ 以 テ セ ル 明 暗 實 験
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1912 太 田 徳 次 郎

第3圖 溺 死 々 體 ヲ 以 テ セ ル 明 暗 實 驗

第5表 失 血 死 々 體 ヲ 以 テ セ ル 明 暗 實 驗



太陽光線ノ死體分解ニ又ボス影響 1913

第4圖 失 血 死 々 體 ヲ 以 テ セ ル 明 暗 實 驗

第6表 空氣 栓塞 死 々體 ヲ以 テ セル明 暗實 驗
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1914太 田 徳 次 槌

第7表 石炭 瓦斯 中毒 死 々體 ヲ以 テ セル 明暗 實驗

第5圖 石炭 瓦斯 中毒 死 々體 ヲ以 テ セル 明暗 實驗
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太陽光線ノ死體分解ニ及ボス影響 1915

第8表 亞 砒 酸 中毒 死 々體 ヲ以 テ セ ル明暗 實驗

第6圖 亞砒 酸 中毒 死 々體 ヲ以 テセ ル明暗 實驗
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1916 太 田 徳 次 郎

第9表 「ス トリヒニン」中毒死々體 ヲ以テセル明暗實驗

第10表 「モルフイン」中毒 死々體 ヲ以テセル明暗實驗
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太陽光線 ノ死體分解ニ及ボス影響 1917

第11表 燐 中 毒 死 々 體 ヲ以 テ セ ル 明 暗 實 驗

第12表 2硫 化炭素中毒死々體ヲ以テセル明暗實驗
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1918 太 田 徳 次 郎

第13表 縊 死 々 體 ヲ 以 テ セ ル 明 暗 實 驗

第7圖 縊 死 々 體 ヲ以 テ セ ル 明 暗 實 驗
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太陽光線 ノ死體分解ニ及ボス影響 1919

第14表 失 血 死 々 體 ヲ 以 テ セ ル 明 暗 實 驗

第8圖 失 血 死 々 體 ヲ 以 テ セ ル 明 暗 實 驗
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1920 太 田 徳 次 郎

第15表 空氣 栓塞 死 々體 ヲ以 テセ ル明暗實 驗

第16表 燐 中 毒 死 々 體 ヲ以 テ セ ル 明 暗 實 驗
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太陽光線ノ死體分解ニ及ボス影響 1921

第17表 「モルフイン」中毒死々體 ヲ以テセル明暗實驗

第18表 2硫 化炭素中毒死々體ヲ以テセル明暗實驗

第19表 亞砒 酸 中毒 死 々體 ヲ以 テ セル明 暗實驗
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1922 太 田 徳 次 郎

第20表 亞砒酸中毒死々體及ビ失血死々體ヲ以テセル明暗實驗

第9圖 亞砒酸中毒死々體及ビ失血死々體ヲ以テセル明暗實驗

亞砒酸中毒死々體ヲ以テセル實驗
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太陽光線ノ死體分解ニ及ボス影響 1923

失 血 死 々體 ヲ以 テセル實驗

第21表 縊死々體及ビ失血死々體ヲ以テセル明暗實驗
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1924 太 田 徴 次 郎

第10圖 縊死々體及ビ失血死々體ヲ以テセル明暗實驗

縊 死 々 體 ヲ 以 テ セ ル 實 驗

失 血 死 々 體 ヲ 以 テ セ ル 實 驗

第22表 縊 死 々 體 ヲ 以 テ セ ル 明 暗 實 驗
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太陽光線 ノ死體分解ニ及ボス影響 1925

第11圖

縊 死々體 ヲ以 テセル明暗實驗
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1926 太 田 徳 次 郎

第23表 石炭瓦斯中毒死々體ヲ以テセル明暗實驗126



太陽光線ノ死體分解ニ及ボス影響 1927

第12圖 石炭瓦斯中毒死々體ヲ以テセル明暗實驗
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1928 太 田 徳 次 郎

第24表 失血死々體ヲ以テセル明暗實驗128



太陽光線ノ死體分解ニ及ボス影響 1929第25表 昇汞中毒死々體ヲ以テセル明暗實驗
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1930 太 田 徳 次 郎

第26表 亞砒酸中毒死々體ヲ以テセル明暗實驗130



太陽光線ノ死體分解ニ及ボス影響 1931

第27表 石炭瓦斯中毒死々體ヲ以テセル明暗實驗131



1932 太 田 徳 次 郎

第13圖 石炭瓦斯中毒死 體々 ヲ以テセル明暗實驗
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太陽光線ノ死體分解ニ及ボス影響 1933

第28表 失血死々體ヲ以テセル明暗實驗 133



1934 太 田 徳 次 郎

第29表 昇汞中毒死々體ヲ以テセル明暗實驗134



太陽光線ノ死體分解ニ及ボス影響 1935

第30表 亞砒酸中毒死々體ヲ以テセル明暗實驗135
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